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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第58期

第３四半期
連結累計期間

第59期
第３四半期
連結累計期間

第58期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 10,807,129 10,363,402 14,585,800

経常利益 (千円) 207,878 132,525 220,689

四半期(当期)純利益 (千円) 154,470 115,135 149,779

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 158,252 235,914 233,628

純資産額 (千円) 1,645,376 1,954,678 1,720,752

総資産額 (千円) 6,415,347 6,013,344 6,340,501

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 15.36 11.45 14.90

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 25.6 32.5 27.1
 

　

回次
第58期

第３四半期
連結会計期間

第59期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 17.85 11.76
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載をしており

ません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動

等又は、前連結会計年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありませ

ん。

　
２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子

会社）が判断したものであります。

　

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済政策や日銀の金融緩和による円安・株高

が進行し、企業収益や雇用情勢に改善が見られるなど景気は緩やかな回復傾向にありますが一方で、欧

州、新興国など海外景気に対する不安感や４月からの消費税増税による消費低迷などの懸念材料があり、

依然として先行き不透明な状況にあります。

　このような状況の中、当社グループにおきましては、収益性の向上を目指し高付加価値製品の受注拡大

に努めるとともに原価低減および経費削減に取り組んで参りました。

　その結果、売上高は103億63百万円（前年同四半期108億７百万円）、営業利益は１億68百万円（前年同

四半期２億63百万円の利益）、経常利益は１億32百万円（前年同四半期２億７百万円の利益）、四半期純

利益は１億15百万円（前年同四半期１億54百万円の利益）となりました。

　セグメントの業績を示すと次のとおりであります。

　(合成樹脂成形関連事業)

国内におきましては、当社グループの主力である、ＯＡ機器部品や住設機器の受注が低迷で厳しい状況

が続きましたが、海外においてＯＡ機器部品の受注が好調に推移した事により、売上高は87億90百万円

（前年同四半期87億65百万円）、営業利益は１億88百万円（前年同四半期１億75百万円）と増収、増益と

なりました。

　（物流機器関連事業）　

競合他社との価格競争が続く中、新規顧客の開拓に努め、売上拡大、収益確保に注力してまいりました

が、円安による、コストアップにより前年同四半期に比べ減収、減益となりました。この結果、売上高は

15億73百万円（前年同四半期20億42百万円)、営業損失は20百万円（前年同四半期88百万円の利益)となり

ました。　

　

(2) 財政状態の分析

(資産)

　資産合計は60億13百万円となり、前連結会計年度末と比べ３億27百万円減少しました。これは主に現金

及び預金が１億61百万円減少、受取手形及び売掛金が79百万円増加、商品及び製品、仕掛品等のたな卸資

産が27百万円増加、土地が２億33百万円減少したことによるものです。

　(負債)

　負債合計は40億58百万円となり、前連結会計年度末と比べ５億61百万円減少しました。これは主に、支

払手形及び買掛金が24百万円増加、短期借入金が２億85百万円減少、流動負債のその他が１億14百万円減

少、長期借入金が１億59百万円減少したことによるものです。

　

(純資産)
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純資産合計は19億54百万円となり、前連結会計年度末と比べ２億33百万円増加しました。これは主に、

利益剰余金の増加１億13百万円、為替換算調整勘定の増加１億20百万円によるものです。

　

　(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更はありません。

　

　(4) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 22,960,000

計 22,960,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,171,797 10,171,797
東京証券取引所
ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数は1,000株で
あります。

計 10,171,797 10,171,797 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　　該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年10月１日～
平成25年12月31日

― 10,171,797 ― 927,623 ― 785,172
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

   平成25年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 121,000

― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

10,035,000
10,035 ―

単元未満株式
 普通株式

15,797
― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数 10,171,797 ― ―

総株主の議決権 ― 10,035 ―
 

(注)１.「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式 51株が含まれております。

　　２.当第３四半期会計期間末日現在の「発行済株式」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成25年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。　

　

　

　

② 【自己株式等】

  平成25年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ヤマト・インダストリー
株式会社

埼玉県川越市大字古谷上
４２７４番地

121,000 ― 121,000 1.19

計 ― 121,000 ― 121,000 1.19
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

　

第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成

19年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年10月１

日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日ま
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で)に係る四半期連結財務諸表について、監査法人不二会計事務所による四半期レビューを受けておりま

す。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,041,718 880,633

受取手形及び売掛金
※2 2,363,502 ※2 2,443,483

商品及び製品 500,653 423,304

仕掛品 123,819 169,558

原材料及び貯蔵品 259,777 319,201

その他 204,495 145,123

貸倒引当金 △674 △764

流動資産合計 4,493,293 4,380,541

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 302,265 292,294

機械装置及び運搬具（純額） 339,723 357,752

土地 894,119 660,642

リース資産（純額） 34,792 29,960

建設仮勘定 2,420 －

その他（純額） 58,606 81,532

有形固定資産合計 1,631,928 1,422,181

無形固定資産

その他 25,917 20,730

無形固定資産合計 25,917 20,730

投資その他の資産

投資有価証券 67,093 64,880

その他 127,825 130,374

貸倒引当金 △5,557 △5,364

投資その他の資産合計 189,361 189,890

固定資産合計 1,847,207 1,632,803

資産合計 6,340,501 6,013,344

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※2 2,112,368 ※2 2,136,656

短期借入金 721,582 436,535

未払法人税等 22,161 20,682

賞与引当金 24,401 13,157

その他 430,078 315,395

流動負債合計 3,310,592 2,922,427

固定負債

長期借入金 1,103,535 944,046

退職給付引当金 146,789 141,011
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

その他 58,830 51,181

固定負債合計 1,309,155 1,136,238

負債合計 4,619,748 4,058,666

純資産の部

株主資本

資本金 927,623 927,623

資本剰余金 785,172 785,172

利益剰余金 45,338 158,576

自己株式 △22,562 △22,653

株主資本合計 1,735,572 1,848,719

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,218 2,202

為替換算調整勘定 △17,039 103,756

その他の包括利益累計額合計 △14,820 105,958

純資産合計 1,720,752 1,954,678

負債純資産合計 6,340,501 6,013,344
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 10,807,129 10,363,402

売上原価 9,463,305 9,079,440

売上総利益 1,343,823 1,283,961

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 291,724 306,237

給料及び賞与 337,789 342,273

退職給付費用 28,121 37,047

貸倒引当金繰入額 2,371 90

その他 420,093 430,126

販売費及び一般管理費合計 1,080,100 1,115,775

営業利益 263,723 168,186

営業外収益

受取利息 268 374

受取配当金 193 308

受取賃貸料 1,568 1,759

保険解約返戻金 5,193 －

その他 7,301 8,177

営業外収益合計 14,524 10,620

営業外費用

支払利息 43,894 30,440

為替差損 11,382 5,936

その他 15,092 9,904

営業外費用合計 70,369 46,281

経常利益 207,878 132,525

特別利益

固定資産売却益 － 29,749

ゴルフ会員権売却益 85 －

特別利益合計 85 29,749

特別損失

固定資産処分損 10,006 163

投資有価証券売却損 12,349 －

事業構造改善費用 1,022 1,064

その他 4,524 －

特別損失合計 27,902 1,227

税金等調整前四半期純利益 180,061 161,048

法人税等 25,591 45,912

少数株主損益調整前四半期純利益 154,470 115,135

四半期純利益 154,470 115,135
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 154,470 115,135

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 3,858 △16

為替換算調整勘定 △76 120,795

その他の包括利益合計 3,782 120,779

四半期包括利益 158,252 235,914

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 158,252 235,914
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年12月31日)

　１ 受取手形割引高は401,616千円であります。

     受取手形裏書譲渡高は12,459千円であります。

　１ 受取手形割引高は414,355千円であります。

　　　受取手形裏書譲渡高は7,328千円であります。

※２ 連結会計年度末日満期手形の会計処理については

　　　満期日に決済が行われたものとして処理しており

　　　ます。

　　　　なお、当連結会計年度末日が金融機関の休日で

　　　あったため、次の連結会計年度末日満期手形が、

　　　連結会計年度末残高から除かれております。

　　　受取手形　　　4,190千円

　　　支払手形　　308,746千円

※２ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理につ

　　　いては、満期日に決済が行われたものとして処理

　　　しております。

　　　　なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機

　　　関の休日であったため、次の四半期連結会計期間

　　　末日満期手形が、四半期連結会計期間末残高から

　　　除かれております。

　　　受取手形　　　 1,249千円

　　　支払手形　　　239,875千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりで

あります。

　

 
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 89,632千円 113,574千円
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(セグメント情報等)

　

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,765,002 2,042,126 10,807,129 ─ 10,807,129

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

33,636 451 34,087 △ 34,087 ─

計 8,798,638 2,042,577 10,841,217 △ 34,087 10,807,129

セグメント利益 175,172 88,550 263,723 ― 263,723
 

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

    (単位：千円)

 

報告セグメント

調整額
四半期連結損益
計算書計上額合成樹脂成形

関連事業
物流機器
関連事業

計

売上高      

  外部顧客への売上高 8,790,278 1,573,123 10,363,402 ─ 10,363,402

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

42,039 273 42,313 △ 42,313 ─

計 8,832,317 1,573,396 10,405,715 △ 42,313 10,363,402

セグメント利益又は
セグメント損失(△)

188,220 △ 20,034 168,186 ― 168,186
 

(注) セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

　 １株当たり四半期純利益金額 15円36銭 11円45銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 154,470 115,135

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 154,470 115,135

   普通株式の期中平均株式数(千株) 10,051 10,051
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。

　

第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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監査法人不二会計事務所
 

代表社員
業務執行社員

 公認会計士 栗　　田　　尚　　宜　　　印

業務執行社員  公認会計士 川　　本　　弘　　文　　　印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月14日

ヤマト・インダストリー株式会社

取　締　役　会 御　中

　

 

 

　

 

　
 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているヤ

マト・インダストリー株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第３四半期
連結会計期間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成25年４月１
日から平成25年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結
損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して

四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示の
ない四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用す
ることが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお
いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され
た手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公

正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ヤマト・インダストリー株式会社及び連結
子会社の平成25年12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を
適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

　
 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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